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和歌山縣友ケ島の水源調査
竹　中　準　之　介
　1・緒　　冒
　海岸における地下水の性状については學術的に興味あ
る幾多の問題があるが・更にこ才しを利用する立場からも
そ才しを研究する事が重要である。特に島燦に於ては水源
が比較的簡単であるから水理地質學的た全貌を把握する
上に誠に好都合である。今回南海亀鐵株式會肚よ切の依
頼によ切，昭和25年11月13日よ口4日間に五四和歌山縣
カ吠郡友ケ島の水源調査を打つたので海岸地下水の一例
としてこ』に述べる。友ケ島は職前陸軍の要塞として使
用せられていたが・終戦後鰯光地として開駿中のもので
ある。そして本島の開鐙に最も障碍と次るのは地下水の
乏レい事である。
　2．地質信要
　友ケ島は和泉山脈東端と淡路島廟部との間にある紀伊
水道のほぼ中間附近におり，和泉山脈の西方延長上にあ
た孔この線上にr由良砂質頁岩層」が適綬して存在し
て居り友ケ島もこれによって構成されて居る。この砂質
頁岩暦は中生代自聖紀の「和泉砂岩」に題するものであ
る。地層は犬瞳走行N5ぴ皿，南東へ40’内外の傾斜を
持つ箪斜構造であって，島の周園に襲達する侵蝕崖によ
く露出している。岩相は礫岩砂岩頁岩の規則正しい互層
で特に頁岩の薄暦を疎む砂岩が多い。島は大鎧地歴の走
行の方向に長く延びこれと直角の方向に深い侵蝕谷が襲
達して居る。これ箏の谷は海岸附近で沖積砂礫暦によつ
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て薄く被覆されていて，崖錐，砂州，小
規膜の海岸の平地，トンボロ等を形成し
ている。
3　電真撮勧．よる海演附迩撮査糟果
　沖積砂礫地撒こおける下部基盤構造と
地下水の外貌を求める篇第2圖に示した
10測鱗で九一10型メガーにより四極中心
法電氣比抵抗探査を打つだ。各地固にお
ける代表的なρ一乱曲を第3固に示す。こ
のグ乱曲線から分る如く本島の様な海岸
沖積砂礫麿は電氣探査を行うには可成良
好な状態にあり，待って結果の解折も非
常に繁に行うことが出聡た。
電氣探査の結果より出された基盤の深
度は既設の沖積砂礫層内の井戸の底より
1米程深いのほ画自い事費である。井戸
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深度や地形箏を考慮して各地厘の鰯面を示すと第3園の
爆になる。沖積地糟の地域が挾くやL深い基盤を見出す
事が出來なかったがこれが分れば地形學的にも色々興味
ある事費が見出されるものと思う。例へば本島の周園に
は蘭く侵蝕巌が蟹蓬しこれと同時に出來た海蝕裏地が海
底にあるものと推定されこの海蝕蔓と侵蝕谷との闘係等
も分るであらうと思われる。
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便法としてこの方法は許される。各井戸のPH及騒素濃
度は茨の表に示される様である。
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　4．水質武饒1二ついて
　水質試験には種々な試験があるが本調査に於ては既設
井戸を利用し野外で比較的簡車に行う事の出來る水位，
水漉・PH，電気鶴導度1硝酸銀滴下箏を打つだ。具申
5箇所は資料水として實験室にて慮索濃度・過マンガゾ
酸カリ滴費量，硫酸量の決定を打つだ。
　水位は殆んどすべての井戸が地表面下約15率以下に
あり大鎧沖積地表面と平行している。唯小さな崖の上や
糠岸線近くでは水位が3米近くの井戸がある。
　水溜はすべての井戸において．ヒ部は犬氣温度に近く下
部はこれより1度内外高くなっているのが1薗常であった。
　叉過マンガン酸カリ滑費量は使用中の井戸では小さく
使用していない井戸は有機物が多くこの泊費量も多いの
は當然である0
　国素濃度は資験室で定量したものの他は電氣俸導度よ
り換算した。電気衝撃慶から直ちに家素濃度を換算する
ことは常に可能ではないのであるが，蹴下水比抵抗値が
1OOΩomの時は殆んど国素イオンによるものであるから
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　5、奏盤及沖積砂礫層中のPOmSi蚊
　基盤を構成する岩石の中代表的な3個の資料につぎ
pOrosityを測定した結果，
　　　　］＝τo．1　　　　砂岩　　　　20％
　　　　No．2　　砂’岩手　　＆％
　　　　No．3　礫岩　　3％
であった。本島の岩相はNo．2，No．3，のものが非常に
多く，両者ともよくセメンテーイソグされていて脾丁6sity
は小さし・o
　沖積砂礫香の脾msityは電電探査より出された土地
の低抗値と井戸において測定された水の比抵抗値より計
算すると，
　　北垂水一南垂水附近約　50％
　　野奈濱地域　　約60名
　　池垣t地域　　　　　　　　　　　　恭勺　　40％
となり，これは普通梅岸砂地に於て見られる値である。
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叉この様にp⑪m目ityの大なることはこの部分がlou畠e
な沖積替である確識ともなり得る。
　6一　一ゆ1；水¢）綜合’目Oき…察
　地下水の利用といふ立場からの綜合的考察は廣く］1：寧
的な見地からも下されなけれぱならないのであるが，こ
れは本文の主旨を梢々逸脱するから英中の水理地質畢的
な面からのみの考察に留めることにする。
　我国に於ける地下水利用の現状を見ると水量の最も多
いのは第四紀暦の間隙水で・第三紀のものがこれに茨き
古生風中生衝のものも可成利用されているがこれは裂
鐘水が大部分を占めている。勿論これ箏の申でも間隙水
が利用されているものが皆無ではない。
　友ケ島に於ては前記の如くpom昌ityが小さく，壁斜
構濫であり英上透水性に乏しい事から水源を和泉砂岩申
に求める事は困難である。poro壇ityの小さい事は潮水
暦として最大の猷鰭であり，叉壁斜構造である事はその
傾斜が緩やかで透水腔に富む時は潜水暦として充分利用
出來るが1本島の様な急傾斜は潜水暦として不適當であ
る。然し和泉砂岩申の裂鐘水に闘しては更に精密な検討
が必要である。すなはち懸著な断層は存在しないが，地
歴の層理面は活動している所が多く・この様な活動面に
は佳々にして裂鐘水が存在ナるものである。唯今回の調
杏に於ではその穣な裂鐘水の徴候例へば谷や崖の側壁か
らの流出泉等は襲見する事が出來なかった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　從って水源は
　　　　　　　　　　　　　　　　　沖積砂礫暦内よ
　　　　　　　　　　　　　　　　　り求めなければ
　　　　　　　　　　　　　　　　　ならない。以下
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　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　、　　　　　　　現在の地下水
　　　　　　　　　　＼　　　　　位に於ける水量
　　　　　　四回　　＼　　　　　　　　　　　　、　　　は電氣探査結果
より推定される基盤深度と沖積砂礫暦のpom昌ityより
容易に出すことが出來た。水量と闘係して者へなけれぱ
ならないのは地下水補給量である。本島に於ける基盤岩
石は透水性が沖積砂礫暦の鐵十分ノー以下であると推定
されるので地表湧透水は殆んどとの沖積砂礫暦丙を流動
すると者へて差支べない。從って雨量に鉤する婆透水量
の比率を知る專により地下水流動量妾知る事が出來る。
湯透水量に闘しては河川寧に於て可成研究されて居り，
それによると本島の谷における酒養地域の地菱状態では
降雨量の約50％と見られ乱今降雨量の50％が湯透水と
して沖積砂謎層内を流動するものとすれば1目平均雨量
より計算される地下水流動謹慶は
　　里芋奈占董Nn．　　ヲ手jミi固守圭匠　　　O．5m／1日
　　池尻　No・6井戸附近　　　1m∫1日
とな孔今後更に流速測定や水位観測が行はれた後には
これ等の相互醐係について更に面白い結果が分ることで
あらう。
　地下水の水質に就ては一この様な小さな島では騒分のみ
が問題であらう。海霧侵入に閲することは海岸地下水の
特別な研究題目となつて居る。本島に於ては基盤が浅く
使用井戸も淺いので地下水深部に於ける麗水淡水の境界
面は余り問題にならない。それよりもこの様な不透水性
に近い淺い基盤の所で海水露がどの様に搦散しているか
を調べて見た。第2圖麟面圖に示したのは既設井戸の屋
分濃度より地下水申の等壌分濃度曲線を示したものであ
る。理論的にはその曲線の下部で圖の橡に驚曲しなけれ
ぱたらない。そしてこれはNo・3No．7の様な使用量
多き井戸の鰯素含有量が周園の井戸に較べて多い事や，
電氣探査による沖積砂礫暦の比抵抗が下部程低くなって
いることに於ても貿鐙されている。均等た媒質内で地下
水を揚水した場合の地下水面及地下水流動の説明国を第
4固に示しておいた。叉第2圏の闘面固で示される蟻に
壌素量分布状態は犬膿海岸よりユ00米粒離れると200mg〃
以下になっているが，池尻南部だけは非常に早く国分が
減少している。これは不透水性に近い基盤が他に較べ非
常に浅く存在して居る篇である。
　海水の国分は地下水の流動がなければ無限大の時間の
後に，地下水は一様に海水と同じ露素量を含有すべきで
ある。實際は地下フkは流動している爲，若し流速が一定
であれば流動速度と国分の鐘敏速度が平衡に達し或濃度
分布を示す様になる。そして水位や溜度の興化による流
速の嗜減により何時も平衡に近い般態の濃度分布を示し
ているものと思はれる。この問題に関する水力豊的な取
扱ひに関しては叉別の機密に今後の調査貿験と共に藪表
する予定であるから關心を持たれる方はそれを見て戴き
度い。
　7．絡　　曙
　本調査は短期間の爲に充分な調査は問來なかっ一だが今
後更に機會を見聞し地下水の性股に關ナる精密な研究を
続ける豫定である。
　本調査に於ては絡靖岩津教授の御懇篤なる御指導御指
示に封し深く謝意を表ナると共に作業に御助力下された
藤田，市原，笠間及地下水の分析を擦當されし同時の諸
兄に封し厚く感謝の意を表したい。
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